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開          議 

○議長（稲垣昭義） ただいまから本日の会議を開きます。 

 

諸 報 告 

○議長（稲垣昭義） 日程に入るに先立ち、報告いたします。 

 議提議案第１号並びに議案第74号から議案第97号までが提出されましたの

で、さきに配付いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

                                    

提 出 議 案 件 名 

議案第74号 令和６年度三重県一般会計補正予算（第８号） 

議案第75号 令和６年度三重県県債管理特別会計補正予算（第２号） 

議案第76号 令和６年度地方独立行政法人三重県立総合医療センター資金貸

付特別会計補正予算（第１号） 

議案第77号 令和６年度三重県国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

議案第78号 令和６年度三重県母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付事業特

別会計補正予算（第３号） 

議案第79号 令和６年度三重県立子ども心身発達医療センター事業特別会計

補正予算（第３号） 

議案第80号 令和６年度三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計補正予算

（第２号） 

議案第81号 令和６年度三重県地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第82号 令和６年度三重県林業改善資金貸付事業特別会計補正予算（第

２号） 

議案第83号 令和６年度三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計補正予算

（第２号） 

議案第84号 令和６年度三重県中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計補
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正予算（第３号） 

議案第85号 令和６年度三重県港湾整備事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第86号 令和６年度三重県水道事業会計補正予算（第４号） 

議案第87号 令和６年度三重県工業用水道事業会計補正予算（第３号） 

議案第88号 令和６年度三重県病院事業会計補正予算（第３号） 

議案第89号 令和６年度三重県流域下水道事業会計補正予算（第５号） 

議案第90号 令和７年度三重県一般会計補正予算（第１号） 

議案第91号 三重県新型コロナウイルス感染症対応中小企業者等金融支援臨

時基金条例の一部を改正する条例案 

議案第92号 防災関係建設事業に対する市町等の負担について 

議案第93号 農林水産関係建設事業に対する市町の負担について 

議案第94号 土木関係建設事業に対する市町の負担について 

議案第95号 工事請負契約について（盲学校・聾学校建築工事） 

議案第96号 工事請負契約について（盲学校・聾学校電気設備工事） 

議案第97号 工事請負契約について（盲学校・聾学校機械設備工事） 

議提議案第１号 三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部を改正する条例案 

                                    

議提議案第１号 

三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例案 

右提出する。 

令和７年２月25日 

提出者  倉 本 崇 弘 

村 林   聡 

藤 根 正 典 

小 島 智 子 

服 部 富 男 
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中 嶋 年 規 

三 谷 哲 央 

 

三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

の一部を改正する条例 

第一条 三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（昭

和三十一年三重県条例第四十四号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示

すように改正する。 

改  正  後 改  正  前 

第九条 （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれ前項

の基準日現在（同項後段に規定す

る者にあっては、任期満了、辞

職、失職、死亡等によりその職を

離れた日現在）において支給すべ

き議員報酬月額及び議員報酬月額

に百分の四十五を乗じて得た額の

合計額に、六月に支給する場合に

おいては百分の百七十、十二月に

支給する場合においては百分の百

七十五を乗じて得た額に、一般職

に属する職員の期末手当の支給の

例により一定の割合を乗じて得た

額とする。 

３ （略） 

第九条 （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれ前項

の基準日現在（同項後段に規定す

る者にあっては、任期満了、辞

職、失職、死亡等によりその職を

離れた日現在）において支給すべ

き議員報酬月額及び議員報酬月額

に百分の四十五を乗じて得た額の

合計額に、六月に支給する場合に

おいては百分の百七十、十二月に

支給する場合においては百分の百

七十を乗じて得た額に、一般職に

属する職員の期末手当の支給の例

により一定の割合を乗じて得た額

とする。 

３ （略） 

第二条 三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一

部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に傍線で示

すように改正する。 
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改  正  後 改  正  前 

第二条 議員報酬は、次のとおり毎

月支給する。 

議 長 月額 百三万六千円 

副議長 月額 九十一万四千円 

議 員 月額 八十四万三千円 

第九条 （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれ前項

の基準日現在（同項後段に規定す

る者にあっては、任期満了、辞

職、失職、死亡等によりその職を

離れた日現在）において支給すべ

き議員報酬月額及び議員報酬月額

に百分の四十五を乗じて得た額の

合計額に、六月に支給する場合に

おいては百分の百七十二・五、十

二月に支給する場合においては百

分の百七十二・五を乗じて得た額

に、一般職に属する職員の期末手

当の支給の例により一定の割合を

乗じて得た額とする。 

３ （略） 

第二条 議員報酬は、次のとおり毎

月支給する。 

議 長 月額 百二万円 

副議長 月額 九十万円 

議 員 月額 八十三万円 

第九条 （略） 

２ 期末手当の額は、それぞれ前項

の基準日現在（同項後段に規定す

る者にあっては、任期満了、辞

職、失職、死亡等によりその職を

離れた日現在）において支給すべ

き議員報酬月額及び議員報酬月額

に百分の四十五を乗じて得た額の

合計額に、六月に支給する場合に

おいては百分の百七十、十二月に

支給する場合においては百分の百

七十五を乗じて得た額に、一般職

に属する職員の期末手当の支給の

例により一定の割合を乗じて得た

額とする。 

３ （略） 

   附 則 

 （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第二条の規定は、令和七年

四月一日から施行する。 

２ 第一条の規定による改正後の三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例第九条第二項の規定（次項において「新条例の規定」と

いう。）は、令和六年十二月の期末手当から適用する。 

 （期末手当の内払） 

３ 第一条の規定による改正前の三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期

末手当に関する条例第九条第二項の規定に基づいて令和六年十二月に支給さ

れた期末手当は、新条例の規定による期末手当の内払とみなす。 
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提案理由 

 特別職に属する国家公務員の期末手当の支給割合の改正等に鑑み、三重県議

会議員の期末手当の支給割合の改正を行うとともに、令和六年十二月二十四日

付けの三重県特別職報酬等審議会の答申に鑑み、三重県議会議員の議員報酬の

額の改定を行う必要がある。これが、この議案を提出する理由である。 

                                    

議 提 議 案 の 上 程 
○議長（稲垣昭義） 日程第１、議提議案第１号三重県議会議員の議員報酬、

費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例案を議題といたし

ます。 

 

提 案 説 明 

○議長（稲垣昭義） 提出者の説明を求めます。35番 服部富男議員。 

   〔35番 服部富男議員登壇〕 

○35番（服部富男） ただいま議題となりました議提議案につきまして、提出

者を代表いたしまして提案説明申し上げます。 

 議提議案第１号三重県議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部を改正する条例案は、特別職に属する国家公務員の期末手当の

支給割合の改正等に鑑み、所要の改正を行うとともに、令和６年12月24日付

の三重県特別職報酬等審議会の答申に鑑み、三重県議会議員の議員報酬の額

を改定するものであります。 

 なお、施行期日は、公布の日とし、令和７年度以降分については令和７年

４月１日からとしております。 

 以上をもちまして提案説明を終わります。 

 よろしく御審議いただき、御賛同賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（稲垣昭義） 以上で提出者の説明を終わります。 
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議 案 の 上 程 

○議長（稲垣昭義） 日程第２、議案第74号から議案第97号までを一括して議

題といたします。 

 

提 案 説 明 

○議長（稲垣昭義） 提出者の説明を求めます。一見勝之知事。 

   〔一見勝之知事登壇〕 

○知事（一見勝之） ただいま上程されました予算17件、条例案１件、その他

議案６件、合わせて24件の議案について、その概要を説明いたします。 

 議案第74号から議案第89号までの補正予算は、県税等の増減や今年度の予

算執行状況等を踏まえた、歳入歳出両面における補正要因に対応するために

編成したもので、一般会計で25億9228万円を、特別会計で51億2463万4000円

をそれぞれ増額する一方で、企業会計で７億8258万7000円を減額するものです。 

 まず、一般会計についてその概要を説明いたします。 

 歳入の主なものとして、県税で113億9200万円、地方交付税で48億1919万

7000円をそれぞれ増額する一方で、県債で19億7800万円、国庫支出金で52億

3553万8000円、繰入金で114億9445万円をそれぞれ減額しています。 

 歳出の主なものとして、公共事業について、事業の執行見込み等を踏まえ

た災害復旧事業等の減少に伴い、45億2933万1000円を減額する一方で、県税

収入の増収等に伴い、税収関連交付金について65億9718万9000円を、県債管

理特別会計繰出金について69億7898万9000円をそれぞれ増額するとともに、

公共施設等総合管理推進基金について、10億222万4000円を増額しています。 

 次に、特別会計及び企業会計のうち主なものについて、説明いたします。 

 特別会計では、県債管理特別会計について、県債管理基金の積立不足の解

消と将来の償還に備えるため、71億5233万5000円を増額する一方で、国民健

康保険事業特別会計について、市町に対して支払う保険給付費等交付金が減

額したことにより、18億89万4000円を減額しています。 

 企業会計では、工業用水道事業会計で５億894万4000円、病院事業会計で
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４億671万4000円をそれぞれ減額しています。 

 議案第90号の補正予算は、県議会議員の議員報酬の額の改定及び期末手当

の支給割合の改正に伴い、1358万5000円を増額するもので、歳入については、

財政調整基金繰入金でその全額を増額しています。 

 以上で補正予算の説明を終わり、引き続き条例案１件、その他議案６件に

ついて説明いたします。 

 議案第91号は、国から交付される物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付

金を基金の財源とするため、設置の規定等を整備するものです。 

 議案第92号から議案第94号までは、県の行う建設事業の経費に関し、関係

市町等から徴収する負担金の額について定めようとするものです。 

 議案第95号から議案第97号までは、工事請負契約を締結しようとするもの

です。 

 以上をもちまして提案の説明を終わります。 

 何とぞよろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（稲垣昭義） 以上で提出者の説明を終わります。 

 これをもって本日の日程は終了いたしました。 

 

休          会 
○議長（稲垣昭義） お諮りいたします。 

 明５日は休会といたしたいと存じますが、御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（稲垣昭義） 御異議なしと認め、明５日は休会とすることに決定いた

しました。 

 ３月６日は、定刻より県政に対する質問を行います。 

 

散          会 

○議長（稲垣昭義） 本日はこれをもって散会いたします。 

午前10時７分散会 


